
事業実施のための概算費用 0円

見込まれる効果
　倉庫として利用していたため維持管理経費が発生していなかったので、廃止
に伴うコスト削減効果はありません。

本計画策定までの経緯

・平成４年　　　    文化財収蔵施設として建設。
・平成２５年　　　  機能移転に伴い用途廃止。その後、工事関係書類や物品等の倉庫として利用。
・平成２９年７月　 「高松市公共施設再編整備計画（案）２次」計画のパブリックコメントを募集。当施設に対する意見な
　　　　　　　　　　　 し。
・平成２９年１１月  倉庫内の物品等の移転先が決定。

本計画の概要

　公共施設再編整備計画（案）２次においては、総合評価を１５年の継続使用と決定しましたが、必要に応じて移転や集
約化の検討を行うこととしていました。その後、他の空きスペースへ機能移転が可能となったため、当施設を平成３０年
度末に廃止するものです。

年度別計画（予定）

直営

高松市公共施設再編整備計画の記載事項

記載箇所 114ページ 総合評価 廃止

その他

平成29年度 平成30年度 平成31年度

目標使用年数 5年

建築年
（主たる建物）

平成４年 総延床面積 44.76㎡ 管理運営方式

本計画作成年月 平成３０年１０月 公表年月 平成３０年１１月

高松市公共施設再編整備実施計画

対象施設名 旧文化財収蔵施設（倉庫） 所管課 地域振興課

【旧文化財収蔵施設（倉庫）】
●機能廃止


